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資 料 配 付

「和歌山県道づくり懇談会」を設立件 名

和歌山県内の学識経験者や道路利用者からなる「和歌山県道
づくり懇談会」を設立し、県内の道路整備に対する意見や道路
政策方針における提言を頂き、今後の道路計画に反映させてい
きます。

第１回懇談会を４月15日(月)14:00～16:00アバローム紀の国
［３Ｆ孔雀の間］にて開催します。

当日は、記者席を設けております （傍聴可能）。

取 り 扱 い

和歌山県政記者クラブ
配 布 場 所 和歌山県地方新聞記者クラブ

和歌山県政放送記者クラブ

同 時 配 布

国土交通省近畿地方整備局
問 い 合 わ せ 先 和歌山工事事務所 副所長 森下 (TEL073-424-2471)

紀南工事事務所 副所長 小畑 (TEL0739-22-4564)

和歌山県土木部 道路環境課副課長 谷口 (TEL073-432-4111)
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「和歌山県道づくり懇談会」の設立について

事務局
近畿地方整備局 和歌山工事事務所

〃 紀南工事事務所

和歌山県 土木部 道路環境課

１ 目 的.

わが国の道路整備は、戦後極めて立ち遅れた状態からスタートしながら飛躍的な交
通需要の増大に対応し、わが国の経済成長、暮らしの豊かさの向上等に大きく貢献し
てきました。
しかしながら、近年、財政的、社会的制約が大きくなるなど、社会情勢が大きく変
化してきたにもかかわらず、道路整備は、

・量的ストックの更なる増大
・各種の従来型制度、手法への依存
・明確かつ、きめ細かな説明責任の不足

など、時代の要請に的確に対応できていない状態です。道路利用者と行政の意識の間
にミスマッチが生じ、その結果、道路行政に対する信頼が失われつつあります。
これらを鑑み 「新しい道路整備の中長期計画」を策定するにあたり、今こそ従来の、
手法や発想を変革する必要があるとの認識の下、和歌山県の道づくりについて、専門
家や道路利用者の皆様方など幅広いご意見を集めることを目的として設置します。

２ 懇談内容（案）.

主たる懇談内容は次を考えています。
①和歌山県の道づくりに求められる役割
②上記を具体化する施策イメージ

３ 懇談会委員（案）.

別紙参照

４ 設置期間と開催頻度.

①設置期間 平成１４年４月～６月上旬まで
②開催頻度 設置期間を通じて３回程度

５ その他.

①懇談会は、報道関係者のみなさまに公開します （記者席を設けます）。
②議事録の概要を和歌山工事事務所、紀南工事事務所のホームページで公開しま
す。



「和歌山県道づくり懇談会」委員名簿（案）

委員１４名

区 分・分 野 ご 氏 名 所 属 プ ロ フ ィ ー ル 等

自治体の首長 北山村 村長 奥熊野２１世紀新地域創造連携事おくだ みつぐ

（奥熊野地域連携協議会） 奥田 貢 業協議会 会長
経済団体（商工会） 和歌山商工会議所 副会頭 （株）勝僖梅 代表取締役社長かつもと きいち

勝本 僖一 和歌山内燃機 代表取締役社長
文化人・利用者 吉本興業（株） 桂三枝弟子、話し方講師かつら さんぽ

（落語家） 桂 三歩 （田辺市出身）
利用者団体（漁業組合） 和歌山県 漁業協同組合連合会 串本漁業協同組合長しま よういち

嶋 洋一 代表理事会長
利用者団体（森林組合） 新宮市 森林組合 組合長 山一木材社長せ こ のぶひろ

瀬古 伸廣
利用者 那智山青岸渡寺 住職たかぎ りょうきょう

高木 亮享
シンクタンク 和歌山社会経済研究所 研究員たに なな

（社会・経済） 谷 奈々
利用者 築野食品（株）代表取締役社長 和歌山県 監査委員つ の ふ み

築野 冨美 （かつらぎ町出身）
観 光 那智勝浦町 観光協会 会長 勝浦御苑 代表取締役社長なか さだとし

中 定俊
観 光 和歌山県観光連盟 副会長 白浜観光協会 会長なかた つとむ

中田 力 天山閣 代表取締役社長
経済団体（商工会） 田辺商工会議所 会頭 （株）ナカタなかた はじむ

中田 肇 代表取締役社長
学識経験者 和歌山高専 和歌山県都市計画審議会 委員なかはら きよし

（交通計画・土木工学） 中原 清志 環境都市工学科 教授
報 道 テレビ和歌山 報道局長 和歌山県 道路懇談会 委員ふるた あきら

古田 皓
学識経験者 和歌山大学 和歌山県環境影響評価審査会 委員やぶ しのぶ

（自然環境工学） 養父 志乃夫 システム工学部 教授 近畿地方整備局自然環境ｱ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ｲ ｻ ﾞ ｰ
＜敬称略：あいうえお順＞


